
辰野町農業委員会総会議事録 

 

１．開催日時 平成 31 年 2 月 5 日（火）午前 9 時 30 分から午前 11 時 53 分 

 

２．開催場所 役場 2 階第 7・8 会議室 

 

３．出席委員（12 人） 

    会長         １番 有賀 勝英 

    会長職務代理者  ２番 宮原 光平 

    委員         ３番 原 美子 

                ４番 宮澤 依子 

                ５番 中村 良治捕獲 

                ６番 小島 敏雄 

                ７番 新村 幸子 

推進委員         中條 清春 

                   栗林 秀樹 

                   漆戸 裕司 

                   古村 孝 

 

４．欠席委員（2 人）       中村 脩司 

小澤 清之 

 

５．議事日程 

議案第１号  農地法の規定に基づく許可について 

              ＜農業委員会ネットワークへの諮問案件確認＞ 

議案第２号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

   報告事項 

   （１）農地法第１８条第６項の規定による届出 

   （２）認定電気通信事業者の行う中継施設等の設置に伴う農地転用 

 

６．その他 

 

７．農業委員会事務局職員 

事務局長     役場産業振興課長 一ノ瀬 敏樹 

事務局次長   役場産業振興課補佐兼農政係長 唐澤 武志 

書記        役場産業振興課農政係係員 横内 優子 

中澤 貴子 

小松 由季 



８．会議の概要 

 

（開会） 

＜一ノ瀬事務局長＞ 

 本日、中村推進委員、小澤推進委員からあらかじめ欠席の連絡をいただいておりま

す。尚、事務局のほうで本日から非常勤職員の小松由季さんに横内さんの事務の一

部を引き継いでいきつつ、同席いただいておりますのでよろしくお願いします。 

 

＜事務局 小松＞ 

 1 月から産業振興課に勤務させていただき、農業委員会事務局を担当させていた

だくことになりました小松由季と申します。よろしくお願いいたします。 

 

＜一ノ瀬事務局長＞ 

それではお手元の次第にそって進めさせていただきます。 

 

＜事務局 横内＞ 

 本日の開催通知で第 2 会議室と誤って記載してしまい申し訳ありません。本日はこ

の 7・8 会議室で開催いたしますのでよろしくお願いします。本日は資料がたくさんあり

ます。事前に確認させていただきます。本日の次第と議案書、説明の地図、ファーマ

ーズのつどいについてと、農業委員会の旅行についてと、委員さんに農業新聞の購

読のお礼、エゴマのちらし、赤羽…番…転用申請についての 8 種類の資料を配らせ

ていただいていますが、無いものがございましたらお申し付けください。 

 

＜宮原職務代理＞ 

あらためましておはようございます。昨日は急に暖かくなったのが、今日は寒い日で

すが、このところ日が長くなったなと感じるわけでございます。わたしどもの任期が 3 月

ということで、考えてみるとあとこの回と次の回と 2 回になるわけでございますが、2 月

度の農業委員総会を開会いたします。よろしくお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

＜有賀会長＞ 



どうもあらためておはようございます。今代理が言ったようにわたしどもの任期がもう

じきということでございますけれど、中には残る人もいるようですので頑張っていただき

たいと思います。2 月 19 日のファーマーズのつどいが開催されますけれど、今年度は

山口さんと舟橋さんが上伊那農業委員会に通ったということで、わたしども出した甲斐

があったかなと思いますのでよろしくお願いします。そのあと名人功績者表彰祝賀会

を開催したいと思いますのでみなさんのご出席をお願いします。今紹介のありました

小松さんが新たに横内さんの事務の代理で入るということですけれどよろしくお願いし

たいと思います。横内さんには頑張っていただいて、子供さんを産んでいただければ

辰野の人口が一人増えると思っておりますので。簡単ではありますが挨拶とさせてい

ただきます。 

 

（議事録署名委員の指名） 

＜有賀会長＞ 

6 番の小島委員さんと 7 番の新村委員さん、よろしくお願いいたします。 

 

（議事） 

＜有賀会長＞ 

 それでは、議案第１号農地法の規定に基づく許可についてよろしくお願いします。 

 

【議案第１号、３条の規定による許可申請について1～3番朗読】 

＜唐澤事務局次長＞ 

1番、所有権の移転でございます。地図は1枚目の表をご覧ください。 

東京都町田市成瀬台…丁目…番地…にお住まいのＡさん、 

愛知県豊川市豊栄町…番地の…にお住まいのＢさん、 

東京都武蔵村山市中原…丁目…番地の…にお住まいのＣさん、 

東京都八王子市上柚木…丁目…番地…にお住まいのＤさん、 

埼玉県比企郡川島町大字伊草…番地…にお住まいのＥさん 

以上5名の共有名義となっております、大字伊那富…番…、地目は畑、面積348㎡お

よび大字伊那富…番…、地目は畑、面積149㎡を、辰野町大字伊那富…番地にお住

まいのＦさんが取得するものです。 

この件について、譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利



用が可能であります。農地取得後の農業経営面積は110アールで下限面積を超えて

おります。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該

当せず許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、宮原職務代理、原委員から意見書をいただいております。 

 

＜宮原職務代理＞ 

1月に原委員と確認をいたしました。JA を右にあがったところで、現在Ｆさんが畑を

お作りになっているということで、引き続いて作りながら譲渡ということでございます。杭

はしっかり入っておりまして問題ないと思いますのでご審議をお願いします。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について何かご質問がございましたらお願いします。よろしかったら挙手を

お願いします。（全員挙手）ありがとうございました。それでは 2 番目をお願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

2番、所有権の移転でございます。地図は1枚目の裏をご覧ください。 

辰野町大字上島…番地…にお住まいのＧさんが所有いたします、大字上島字中

海…番…、地目は田、面積1129㎡、および大字上島字中海…番…、地目は田、面積

441㎡を、辰野町大字上島…番地…にお住まいのＨさんが取得するものです。 

譲渡人のＧさんは労働力不足により耕作が困難となったため、申請地の隣地を耕

作しているＨさんへ所有権を移転したい計画です。 

この件について、譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利

用が可能であります。農地取得後の農業経営面積は39アールで下限面積を超えて

おります。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該

当せず許可要件の全てを満たしていると考えます。この件につきましては、原委員、

中條推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜中條推進委員＞ 



1月13日に原委員と立ち会ってきました。図面でわかると思いますけれど、国道153

号線と JR の間のくぼんだ所にありまして、境は探しましてありましたので何ら問題ない

と見てきましたのでよろしくお願いします。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について何かありましたら。道路は下まで付いているんですよね？ 

 

＜中條推進委員＞ 

軽トラが入れるから大丈夫だと思います。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について何かありましたら。よろしければ挙手をお願いします。（全員挙手）あ

りがとうございました。それでは次をお願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

3番、所有権の移転でございます。地図は2枚目の表をご覧ください。 

諏訪郡下諏訪町…番地…にお住まいのＩさんが所有いたします、大字小野字林腰

…番…、地目は畑、面積26㎡を、辰野町大字小野…番地…にお住まいのＪさんが取

得するものです。 

この件について、譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利

用が可能であります。農地取得後の農業経営面積は55アールで下限面積を超えて

おります。この度の権利の取得により周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。よって農地法第３条第２項各号には該

当せず許可要件の全てを満たしていると考えます。この件につきましては、中村委員、

中村推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜中村委員＞ 

説明いたします。中村推進委員と現地を確認いたしました。図面の上側については

山になっておりまして、右となりは原野でした。申請地につきましては畑というよりは原

野あるいは山林の一部に現況はなっております。ゆくゆくは山林あるいは原野に地目

を変えるというような状況でありますけれど、畑として耕作することは困難のようなところ



であります。境界杭につきましては一部地籍の調査の杭が残っておりましたけれど、

現状がはっきり確認できるような所ではありませんでした。下側につきましては県道と

いうことでこちらのほうは境ははっきりしておりますが、上の山林、横の原野は取得する

Ｊさんに譲渡人のＩさんから所有権が移っているということですので、Ｊさんが続きで取得

するというようなことであります。以上です。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について何かありましたら。 

 

＜栗林推進委員＞ 

 いいですか？今の事務局の説明と農業委員さんの説明がだいぶかい離しているよ

うな気がするんですが、そこのところはいいの？事務局は有効利用ができる、経営に

寄与する説明があったけれど、委員さんはほぼ原野じゃないかって言っているが、そ

このところはどうなの？転用はいいんだけれど、説明をしてほしいだけなのだが。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

 昨日行ってきたんですが、農地法の権利移動ということで、原野っぽいがきれいにし

てはもらっています。 

 

＜栗林推進委員＞ 

実際ここを取得する目的がＪさんにはあるんでしょ？その通りでいいんじゃないの？

3条で取得して管理してもらえればいいので。 

 

＜中村委員＞ 

  目的は、奥をＪさんがもう原野か山林で譲渡人のＩさんから受けている。その残った

ところを譲り受けてもらいたいということです。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

この農地を取得して有効活用していただき維持管理をしっかりしていただくとことを

お願いしますので承認をお願いします。 

＜有賀会長＞ 



そのような要件ですのでよろしいでしょうか？事務局もしっかり管理していただくとい

うことでよろしいですかね？よろしければ挙手をお願いします。（全員挙手）ありがとう

ございました。それでは次をお願いします。 

 

【議案第１号、4条の規定による許可申請について１番朗読】 

＜唐澤事務局次長＞ 

1番、地図は2枚目の裏を、配置図は3枚目の表をご覧ください。 

大字伊那富…番地…にお住まいのＫさんが所有いたします、大字伊那富字大原

…番…、地目は畑、面積346㎡に住宅を新築するための申請でございます。 

本件の転用事業者は土地の所有者でありますＫさんと娘さんおよび息子の3名にな

ります。所有者のＫさんからは4条、娘さん、息子さんからは5条の申請がそれぞれ出さ

れております。関連する案件でありますので4条1番と5条5番をあわせてご説明させて

いただきます。 

5条5番、使用貸借権の設定でございます。申請地は同じく大字伊那富字大原…番

…で、所同じく大字伊那富…番地…にお住まいのＬさん、Ｍさんが無償で借受け、所

有者と共同で住宅を新築するための申請でございます。 

申請者は、町内にて家族3人で生活しておりますが、土地の所有者であります母親

が、病気のためこれまでおこなってきた農業に支障をきたすようになってしまいました。

今後も農業を継続するために自身の所有農地の近くに住宅を新築したい計画です。 

申請地は特定土地改良施工区域内で10ヘクタール以上の広がりのある区域であり、

農地法第5条第2項第1号ロの第1種農地でありますが、位置的代替性がなく許可はや

むをえないと判断いたします。 

こちらは農振農用地でしたが平成30年12月4日に農振除外の公告が済んでおり、

また西部辰野土地改良区からの同意書も添付されておりました。なお、第１種農地に

おける転用の申請でありますので、長野県農業委員会ネットワーク機構の意見をお伺

いしたいと思います。 

この件につきましては有賀会長、宮澤委員から意見書をいただいております。 

 

＜宮澤委員＞ 

 昨年除外申請がでた折に現地を確認するために有賀会長と私と確認に行ってまい

りました。（場所の説明）、そこで畑をしながら体が悪いのでそこに自分の家を建てた



いということで、境等見てまいりましたが間違いなく入っておりましたので問題はないか

と思いますのでよろしくお願いします。 

 

＜有賀会長＞ 

（施設名）の配管が通っておりますのでそこは空けていただくということでお願いして

ありますので問題ないと思っております。この件について何かご質問がございましたら。

よろしかったら挙手をお願いします。（全員挙手）ありがとうございました。それでは 2

番目をお願いします。 

 

【議案第１号、５条の規定による許可申請について1～7番朗読】 

＜唐澤事務局次長＞ 

1番、使用貸借権の設定でございます。地図は3枚目の裏を、配置図は4枚目の表

をご覧ください。 

辰野町大字平出…番地…にお住まいのＮさんが所有いたします大字伊那富字北

畑…番…、地目は畑、面積549㎡を塩尻市大門…番町…にお住まいのＯさん、Ｐさん

が無償で借受け、住宅を新築するための申請でございます。 

貸付人のＯさんと借受人は親子であり、借受人は将来家族が増えることを考え、実

家の近くに住宅を新築したい計画であります 

申請地は山林と宅地に囲まれた10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも該当

しない広がりのない農地であり、農地法第5条第2項第2号の第2種農地、消極的2種と

指定されますが、位置的代替性がなく許可はやむをえないと判断いたします。この件

につきましては、原委員、中條推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜原委員＞ 

12 月 29 日に中條推進委員さんと行ってきました。Ｏさんは（お店の名前）の息子さ

んです。そんなわけでお母さんの持っている土地を譲り受けて家を建てたいということ

です。（地区名）は国道のちょっと高いところですので、周辺の農地とは段差がないん

ですけれど、雨水は敷地内に浸透枡をつけて浸透処理を行うようにするそうです。汚

水が一段下のところに通ってるものですから、そこまでの距離が長いんですけれども

業者さんと相談して可能ということで下水はそこに接続するそうです。境は全部きちん



としていました。ただ一つ、分筆をしたいから分筆を申請中でそれが済んでからまた総

会にかけたいとおっしゃっていましたけれど、分筆をするということがどういうことなのか

私がわからないので、ただその時には分筆をするということをおっしゃっていました。

境に関しては問題はないというふうに見てきました。審議をよろしくお願いします。 

 

＜事務局 横内＞ 

 今の分筆について説明させていただきます。今申請出ているのは分筆後の確定し

た地番で申請を受けているので、これからこの形状が変わるということはないです。

元々もう少し広かった農地を今回住宅用地として使う分だけ適正に分筆していただい

ているということで、分筆後に申請を受け付けております。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について何かご質問がございましたらお願いします。よろしかったら挙手を

お願いします。（全員挙手）ありがとうございました。それでは 2 番目をお願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

2番、使用貸借権の設定でございます。地図は4枚目の裏を、配置図は5枚目

の表をご覧ください。 

大字伊那富…番地にお住まいのＱさんが所有いたします、大字伊那富字久保田

…番…、地目は畑、面積150㎡を、大字伊那富…番地…にお住まいのＲさんが

無償で借受け、住宅敷地を拡張するための申請でございます。 

譲渡人は現在、申請地北側の地図で色塗りをした箇所の住宅に生活しておりま

すが、駐車場が必要となったため、申請地を譲り受け、自家用車4台分の車庫

を新設したい計画であります。既存の宅地とあわせた全体面積は360.46㎡であ

ります。 

申請地は第1種低層住居専用地域の用途地域内でありますので、原則許可で

問題ないと判断します。この件につきましては、宮原職務代理、原委員から意

見をいただいております。 

＜宮原職務代理＞ 



説明いたします。（場所の説明）（建物名）の駐車場がありますけれど、その横でＲさ

んがお家を建っているんですが、お父さんのＱさんの土地へ家を建てて、その子供さ

んが車を持つようになったから駐車場をほしいということで、境界杭はしっかり入って

おりますので問題ないと見てまいりました。よろしくご審議をお願いします。 

 

＜事務局 横内＞ 

 説明の地図に補足させていただきます。色塗りの場所が住宅、斜線部が申請地に

なります。その横の黒枠白塗りの場所は何かということですが、今回車庫を申請するに

あたって土地を分筆して申請地を出してきています。白い部分は分筆前の所なので

今回はあまり関係ないのに図中に示してしまいました。今回はあくまでも斜線部分の

申請地のみですので、そのように地図をごらんいただければと思います。 

 

＜有賀会長＞ 

この件についてご質問ございましたらお願いします。よろしければ挙手をお願いし

ます。（全員挙手）ありがとうございました。それでは 3 番目をお願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

3 番、所有権の移転でございます。地図は 5 枚目の裏をご覧ください。 

東京都武蔵野市桜堤…丁目…番…にお住まいのＳさんが所有いたします、大字辰野

字橋場…番…、地目は田、面積 183 ㎡を、箕輪町大字中箕輪…番地に所在する株

式会社Ｔが取得し、宅地造成をするための申請でございます。 

申請地は現所有者のＳさんが平成 3 年に相続する以前に造成工事が完了しており、

無許可で造成工事が完了しておりますが、適正な手続きにより違反の状態を是正す

るための申請であり、経過書の内容から故意でないと判断されますので、追認の許可

という形ではありますがご審議をいただきたいと思います。 

申請地は第 1 種住居地域の用途地域内ですので農地法第 5 条第 2 項第 1 号ロの

（1）の第３種農地であり、原則許可で問題ないと判断します。この件につきましては、

宮原職務代理、栗林推進委員から意見をいただいております。 

 



＜栗林推進委員＞ 

説明いたします。（場所の説明）この絵をみていただくとわかりますけれど、Ｕさん、

Ｖさん、Ｗさん、譲渡人のＳさんの 4 軒の家が建っています。斜線の部分が今回の申

請地ということになりまして、今事務局から説明がありましたように、年数はわかりませ

んが 30 年近く前に宅地造成をした場所でありまして、その時にどうも農地転用をしな

いで宅地造成をしたんじゃないかと推測される場所であります。今までも農地パトロー

ルのなかでは違法転用という形はなくてそのままこの土地と、ここに入る私道が農地に

なっているわけです。私道につきましては国土調査の段階のなかで農業委員会で認

めてこれを宅地ということで去年変更になっています。それまでは私道と申請地が農

地ということになっていたわけですけれど、農業委員会では違法扱いになっていませ

んでした。この場所ですが境については入っております。道につきましては私道が 4

ｍありまして、これについてはＴからすると一次指定の地方事務所の許可をとってあり

まして、1 戸あたり 2ｍの公道に接地していなくてはならないわけですが、私道を使う

のが 3 軒あるんですが道路として使用できるということになっているようです。それから

私道でありますので、私道内に上水道下水道が入っています。現況は駐車場に使っ

ておりまして、水田を使った時よりも 1ｍほどコンクリートを打って高くした場所ですの

で、農地としては 30 年ほど使っていなかったのではと推測されるような状況です。事

務局に追認という形ですが、申請が出てきたということでご審議をお願いいたします。 

 

＜有賀会長＞ 

何かご意見ありましたらお願いします。よろしいですかね？なければ挙手をお願いし

ます。（全員挙手）ありがとうございました。それでは 4 番目をお願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

4番、所有権の移転でございます。地図は6枚目の表を、配置図は6枚目の裏をご

覧ください。 

千葉県流山市加…丁目…番地の…にお住まいのＸさんが所有いたします、大

字伊那富字鞍掛…番…、地目は畑、面積317㎡を、上伊那郡箕輪町大字中箕輪

…番地…にお住まいのＹさんが取得し、住宅を新築するための申請でございま

す。 



譲受人は現在町外のアパートで生活しておりますが、手狭になったことから住

宅を新築したい計画であります。 

申請地は宅地に囲まれた 10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも該当し

ない広がりのない農地であり、農地法第５条第２項第２号の第 2 種農地、消極

的 2 種と指定されますが、位置的代替性がなく許可はやむをえないと判断いた

します。この件につきましては、有賀会長、福島推進委員から意見書をいただ

いております。 

 

＜福島推進委員＞ 

 地図を見てもらえばわかると思いますけれど、（場所の説明）。地図にＸさんとありま

すが、ここが今までＸさんが住んでいたお宅でして、この方がもう遠くに家を建ててこち

らへは帰ってこないということで、今は別の方が購入して住んでおります。畑が 8 枚あ

るうちの一部を分筆して購入したということで、この 8 筆は近々家ができるかと思いま

すけれど、そんなわけで上下水も入っておりますのでお願いします。 

 

＜有賀会長＞ 

この件で何かご意見ありましたらお願いします。よろしいですかね？なければ挙手

をお願いします。（全員挙手）ありがとうございました。それでは 5 番をとばして 6 番を

お願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

6番、所有権の移転でございます。地図は7枚目の表を、配置図は7枚目の裏をご

覧ください。 

中央…番地に所在するＺが所有いたします、大字辰野字堀上…番…、地目は

畑、面積413㎡を、大字辰野…番地にお住まいの a さんが取得し、住宅を新築

するための申請でございます。 

譲受人は現在町内の実家で生活しておりますが、家族が増え手狭になったこと

から住宅を新築したい計画であります。 

申請地は山林と宅地に囲まれた10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも

該当しない広がりのない農地であり、農地法第５条第２項第２号の第2種農地、

消極的2種と指定されますが、位置的代替性がなく許可はやむをえないと判断



いたします。この件につきましては、宮原職務代理、栗林推進委員から意見書

をいただいております。 

 

＜栗林推進委員＞ 

これにつきましては地図を見てもらうと、（場所の説明）。場所が傾斜地でありまして、

道路から下の鉄道のほうへ向かって下がっているような場所であります。境について

はコンクリートとプラ杭が入ってはっきりしておりました。それから道につきましては 6ｍ

の中道線に接地しております。ここには既に常備の止水栓と下水道の公共枡が設置

した場所でありまして、宅地にするには特に問題ないと思いますけれど、道から下り傾

斜になっている場所でありまして傾斜のほうには 1ｍ60 くらい要壁ができる予定であり

ます。これについて隣接の農地から圧迫感を感じるとかあると思いますので、事前に

隣接地に説明して了解してもらったようですので、特に問題ないと思います。ご審議を

お願いします。 

 

＜有賀会長＞ 

今説明がありましたが、隣接の方に了解をとったということですので、問題ないかと

思っております。ご意見ありましたらお願いします。よろしければ挙手をお願いします。

（全員挙手）ありがとうございました。それでは 7 番目をお願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

7番、所有権の移転でございます。地図は8枚目の表を、配置図は7枚目の裏

をご覧ください。こちらは先月の総会時にご審議いただいた案件になりますが、

不明確な部分もあり今月改めてご説明させていただきます。 

東京都板橋区赤塚…丁目…番…にお住まいのｂさんが所有いたします、大字赤

羽…番…、地目は田、面積1527㎡を、長野市東犀南…番地…にお住まいのｃさ

んが取得し、太陽光発電施設を新設するための申請でございます。 

譲受人のｃさんは申請地に太陽光パネル244枚を設置し、売電を行いたい計画

です。なお、ｃさんは町外在住でありますが、設備の管理等は業者が代行して

行う予定です。 

先月ご説明させていただきましたが、今回の申請地につきましては公図上の境

界と現状の畦が大幅にずれており、申請地の一部は隣地所有者が一体的に管理



していると見受けられます。まず、先月ご指摘いただきました箇所についてご

説明させていただきます。 

①はじめに、申請地と隣接する水路の境界についてであります。 

隣接する水路に関しましては町の所有となりますが、管理を担当しておりま

す建設水道課とは、１月２１日付で境界の確定が済んでおります。 

②次に、西側に所在する農地の所有者に対する意向の確認であります。 

 事務局より、農地転用に伴う耕作上の影響および、所有地への進入に関する

ご意向をお聞きするため文書を簡易書留で送付いたしました。文書の配達履

歴により、所有者の元に配達済であることは確認がとれておりますが、現在

までに回答はありません。 

③最後に、申請地および隣地の耕作者についてであります。 

 こちらは、２筆とも１０年ほど前から３年前までｄが耕作されておりました。

耕作に関しては利用権の設定等はされておらず、町内にお住まいのご親族か

らの申し出により耕作されていたとのことです。ｄが耕作をやめてから現在

までは休耕の状態となっております。 

 

ここで問題となるのは農地法の許可基準です。農地法では「周辺の農地に係る

営農条件に支障が生ずるおそれがあると認められる場合」には許可できないと

されています。具体的には、「農業用用排水路施設の有する機能に支障を及ぼ

すおそれがあると認められる場合」や「農道、ため池その他の農地の保全また

は利用上必要な施設の有する機能に支障を及ぼすおそれがあると認められる場

合」が挙げられます。 

そこで、現状のまま所有権の移転を伴う農地転用を許可した場合に、隣地所有

者の耕作に支障がないか考慮する必要があります。 

①はじめに、時効取得についてであります。 

隣地所有者が、長年一体的に管理している場所の耕作権を主張すれば時効取

得の可能性があるのではないかと言う事であります。 

民法１６２条によると、「２０年間所有の意思をもって、平穏にかつ公然と

他人の物を占有した者は、その所有権を取得する」と規定されております。 

これに関しましては、２０年間継続した占有があることが条件としてあげら

れますが、数年前までは他者が耕作しており、現在は休耕となっているため



継続した占有は見受けられないと判断します。 

また、時効取得については、条件満たしただけでは成立せず、制度を利用す

ることを主張してはじめて成立することとされています。現在までに時効の

申請はなく、送付した文書への回答もないため、制度利用の主張は見受けら

れないと判断します。 

②次に、隣地所有者の耕作上への支障についてであります。 

西側の農地への進入路に関しましては、公道（赤線）からの進入路が確保さ

れており、申請地を通らなくても、西側の農地へ入ることが可能です。また、

水路でありますが、申請地に隣接する水路は現在利用しておらず、別の場所

に水路が通っているため、西側の農地への排水機能に支障はありません。 

 

これらのことを踏まえまして、時効取得については該当せず、農地の保全、

利用上必要な施設の機能は維持されるため、営農条件への支障は生じないと判

断します。また、畦は大幅にずれていますが、境界は公図で証明されており、

隣接する水路管理者との境界確定も済んでいるため、申請地を転用することに

支障はないと考えます。 

申請地は河川と宅地に囲まれた10ha 未満の農地で、いずれの農地区分にも

該当しない広がりのない農地であり、農地法第５条第２項第２号の第２種農地、

消極的2種と指定されますが、位置的代替性がなく許可はやむをえないと判断

いたします。 

この件につきましては小島委員、漆戸推進委員から意見書をいただいており

ます。 

＜漆戸推進委員＞ 

説明のとおりですのでご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について、何かご質問ありましたらお願いします。この前も審議した案件ですけ

れど、よろしいですか。よろしければ挙手をお願いします。（全員挙手）ありがとうござ

いました。 

 

＜事務局 横内＞ 



 諮問案件を確認させていただきたいんですが、4 条 5 条で県の諮問を受ける案件

については、4 条の 1 番と 5 条の 5 番、第 1 種農地における住宅の新築 2 件でよろ

しいでしょうか？他に県の意見を伺いたい案件がありましたらお伺いします。（特にな

し）それでは、この 2 件について県の意見が下りてきましたら許可書の発行をしたいと

思います。 

 

【議案第２号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜唐澤事務局次長＞ 

利用権の設定であります。計 18 件、25 筆、面積は 29,888 ㎡、詳細は議案書の通

りであります。経営面積・従事日数など農業経営基盤強化促進法第 18 条第 3 項の

各要件を満たしております。 

 

＜有賀会長＞ 

この件について、何かご質問ありましたらお願いします。なければ挙手をお願いします。

（全員挙手）ありがとうございました。それでは、報告事項について、お願いします。 

 

＜唐澤事務局次長＞ 

それでは報告事項であります。 

（１）農地法第１８条第６項の規定による届出について、合意解約でございますが 1 件、

議案書のとおりでございます。 

（２）認定電気通信事業者による中継施設等の設置に伴う農地転用でございます。地

図は 10 枚目の裏をご覧ください。大字澤底字越道…番…、地目は畑、面積 365 ㎡

のうち 12 ㎡を利用し、Ａ株式会社Ｂセンターが、電源箱・無線装置を設置いたします。

添付書類含め完備しておりましたので、事務局長専決により書類を受理いたしました。

報告事項は以上でございます。 

 

＜一ノ瀬事務局長＞ 

慎重審議いただきありがとうございました。不備な点があり申し訳ありませんでした。そ

れではその他について説明させていただきます。 

 



その他 

○ファーマーズの集いについて（事務局 横内） 

別紙参照 

 

○農業委員会旅行について（事務局 横内） 

別紙参照  

  

○飲食店向けエゴマちらしについて（事務局 横内） 

別紙参照 

白エゴマの実は無料配布 

エゴマ油 2 本+エゴマパウダー セットで 1000 円で提供 

料飲店組合の会議にてちらし配布→2 月下旬から町内の飲食店で活用してもらえ

るのではないか。 

 

窓口では一般向けに黒エゴマ無料配布中。 

洗浄、選別後のエゴマを事務局にて保管中なので、他に活用方法あれば事務局まで。 

 

○慰労会について 

 旅行直後なので委員会後の慰労会は行わず、日を改めて行う。 

 候補日 3 月 28 日（木） ＜詳細は別途通知＞ 

 

 

○次回委員会開催日：3 月 6 日（水） 午前 9 時 30 分から 役場第 7、8 会議室 

  →後日、日程変更 3 月 5 日（火） 午後 1 時 30 分から 消防署 3 階小会議室 

 

＜一ノ瀬事務局長＞ 

その他事項としまして皆さん何かお持ちの案件ありましたらお願いします。 

 

＜新村委員＞ 

7 日の上伊那の女性協議会は車はだしてもらえますか？ 

 



＜事務局 横内＞ 

後でお知らせさせていただきます。 

 

＜栗林推進委員＞ 

 3 月の委員会は出られないので、総会で発言するのが最後になるので 4 点ばかりお

願いしたいことがあります。 

①仕事をやってきて今日も案件で出ましたが、私道の件です。事務局で私道がでた

場合には状況がどうなのか確認して知らせてほしい。奥に 2 軒建っているわりにはず

っと農地になっていた。農業委員会が気づいていれば本来なら後ろの 2 軒も建たら

なかったはず。農地を通って家が建っている状況だったので、直接転用の関係はな

いかもしれないが、入っていく道が私道なら事務局で調べてもらいたい。 

②議案書内に訂正があれば、気づいたものは会議の前に訂正しておくか口頭で訂正

するべき。 

③最適化推進委員が委員会に出席するということは農業委員会の会則に書かれてい

ない。委員は決めろとあるが、どういう事をやるのかということは書かれていない。新し

い委員を迎えるのにあたって、どういう事をやればいいのか事務局で示してもらいた

い。どういうことで最適化推進委員を捕らえているのか、3 年たったので会則も見直し

てほしい。 

④新しい委員さんたちは何もわからずに委員会が開催されるので、できれば会議の

時間の後にでも簡単な勉強会があればいい。時には具体的な事例や農地法につい

て学ぶ時間があってもいいのではないか。 

農業委員会がうまく動いて辰野町の農業の為になればいいかなと思って発言させて

いただきました。 

＜一ノ瀬事務局長＞ 

ありがとうございました。ただいまいただきました 4 点のご意見、特に議案書の件につ

きましては後に残る貴重なものですので注意してまいりたいと思います。最適化推進

委員ができて 3 年目を迎えて私どもも悩んでまいりましたが、自問自答されてきたの

はまさに推進委員を任命された皆様方だと思っております。次期委員の皆さんには活

動しやすい環境を整えるべく事務局としても整備をしていきたいと思いますのでよろし

くお願いします。貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

その他何かありますでしょうか？では、閉会の言葉を宮原職務代理お願いします。 



 

（閉会） 

＜宮原職務代理＞ 

以上をもちまして農業委員会総会を閉会といたします。今風邪が流行っております

ので体調管理を気をつけてください。ご苦労様でした。 

 

 この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、

これに記名押印する。 

 

平成   年   月   日  

 

  会      長                 印  

 

議事録署名人                 印  

 

議事録署名人                 印  


